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第４１回全国アビリンピック 
 

１２月１７日～２０日に東京ビックサイト（東京都）で開催された第４

１回全国アビリンピックに、高等部３年松本拓己さんがワード・プロセッ

サ部門で出場しました。この大会は、日ごろ培った技能を互いに競い合う

ことにより、職業能力の向上を図るとともに、企業や社会一般の人々が障

害者に対する理解と認識を深め、雇用の促進を図るために開催されていま

す。今回は残念ながら入賞できませんでしたが、松本さんは「全国大会で

は、成人の方が多数参加しており、自分の力を知るよい機会になった」と

報告してくれました。 

 

 

小学部職員事業所見学 
  

小学部職員が福祉事業所の見学を行いました。サンハウス（就労継続支援Ｂ型施設）とウエルビュ

ーいずみ（就労継続支援Ｂ型施設、生活介護施設）の２カ所を見学しました。 

 軽作業や余暇活動を行っていました。サンハウスでは、「衛生面に気をつけることや、失敗したと

きに隠さず報告することが大事」とお話いただきました。見学や事業所の方からの説明を聞き、作業

内容などを知るよい機会となりました。施設のパンフレットもありますので、詳しく知りたい方は

進路指導部までお知らせください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

しんろだより  
～道～ 

【サンハウス】 

上北手にある就労継続支援Ｂ型施設です。 

農作業や軽作業（フルーツネット折りや菓子箱

組み立てなど）を行っています。 

月～金曜日は作業、土曜日は余暇活動を行って

います。 

秋田駅東口までバスでの送迎があります。 

【ウエルビューいずみ】 

泉にある福祉複合施設です。就労継続支援Ｂ型

と生活介護を併設しています。就労継続支援Ｂ

型では、喫茶や清掃活動など、生活介護では創

作活動や生産活動の機会を提供しています。 

また、施設内に障害者就業・生活支援センタ

ーがあり、障害のある方の就業や生活上の悩み

に対して各関係機関と連絡・協力しながら相談

等の支援を行っています。 



発行内容、お問い合わせについて 
進路指導部報「しんろだより～道～」は、保護者の皆様へ進路に関するたくさんの情報をお伝えしてい

きます。学校ホームページにも掲載しておりますので、どうぞご覧ください。 

（ホームページＵＲＬ：http://www.kagayaki.akita-pref.ed.jp/chokaku-s/） 

他にも進路に関して知りたい情報や疑問等がございましたら、お気軽に教頭、担任、進路指導部員にお

話しください。 

 就職する前に身に付けたい力 
  自動車部品などを製造する株式会社アイシンより、就職をする際に社会人として身に付けてほ

しい力について教えていただきました。学校生活や、実習などでも必要となる力も多いため、卒業に

向けて少しずつ身に付けてほしいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『咲
え

む』上映会のお知らせ 

以前中止になってしまった、全日本ろうあ連盟が創立７０周年を記念して制作した、映画『咲む』

上映日時が決まりました。興味のある方はぜひ足を運んでみてください。 

 ＜期 日＞  令和４年３月２１日（日） ①１０：００～  ②１３：３０～ 

 ＜会 場＞  秋田市文化会館 小ホール 

＜上映料＞  大人：１２００円  高校生以下：８００円 

（当日＋２００円） 

＜主 催＞  一般社団法人 秋田県聴力障害者協会 

        ＦＡＸ：０１８－８６４－２７８２ 

        Ｅmail：akita-ro@palette.plala.or.jp 

   

 

□規則正しい生活をして、体調管理を行う     

 休みの日に遅くまで遊んで、次の日出社できないということがないようにしましょう。 

 □遊びなどの個人的な理由で急に仕事を休まない 

  個人的な用事で急に休むと他の方に迷惑をかけます。「遊びたいから」は休む理由になりません。 

 □相手の気持ちを思いやる 

  自分の考えばかり押し通してはいけません。「相手はどう思っているのかな」と考えてみましょう。 

 □目上の人に対しての言葉遣いに気をつける 

  先輩や上司にため口では話しません。言葉遣いに気をつけて話すことが大切です。 

 □我慢しなければいけないことがあることを知る 

  会社の中にはいろいろな年齢層や考え方の人がいます。自分の都合ばかりが通ることはありません。 

 □集中して、ミスなく仕事をする 

  手順通りに仕事をしないとミスをすることがあります。決められた手順などは守りましょう。 

 □責任の重さを自覚する 

  一つのミスが大きな問題になることがあります。「これくらい大丈夫」と思ってはいけません。 

 □お金の管理を行える。貸し借りをしない。 

  お金を使いすぎると生活ができなくなります。家賃や食費など必ず必要なお金を把握しましょう。 

 □ＳＮＳでの発信のリスクを知る 

  悪口や会社の情報を書き込んでしまうと、自分だけでは対処できなくなる場合があります。 

 □挨拶ができる 

  礼儀の一つであり、社会人としての基本です。挨拶は人の心を明るくします。 

 □悪いことをしたら素直に認めて謝る 

  悪いことはすぐに認めて謝らないと、信用をなくすことになります。 

全日本ろうあ連盟創立７０周年記念映画 


